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　今年も、赤い羽根共同募金運動が始まります。お寄せいただいた募金は、
静岡県全体で集約され、災害対策基金等を除いたのち、御殿場市の地域福
祉のために助成を受けます。
　昨年の実績では、御殿場市の募金総額として約１，０08万円をお寄せい
ただきました。
　一方、県共同募金会から助成を受けた金額は、市社会福祉協議会が地域
福祉を推進する事業に597万円あまり（市内の子ども会、老人クラブ、障が
い者団体などの事業を助成）、市内の認可外保育所や福祉施設に198万円
あまりと、約79％の助成を受けました。（詳しい募金の使いみちは３ページ）
　私たちのまち、御殿場市をもっと住みよくするために、今年も赤い羽根共
同募金にご協力をお願いいたします。

©中央共同募金会

赤い羽根共同募金は、
「じぶんの町を良くするしくみ」です 10月1日

12月31日

運動期間
赤い羽根共同募金
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このたよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

家庭・会社・商店・職場・街頭・学校

御殿場市共同募金委員会

静岡県共同募金会

募金の流れ 募金方法
戸別募金

市内全世帯を対象に、区長さんを通
じて協力をお願いしています。

職域募金 
職場内での募金活動により従業員
の皆様に協力をお願いしています。

学校募金
小学校、中学校、高等学校、特別支
援学校の児童会、生徒会を通じ、福
祉教育の機会としても協力をお願
いしています。

大口（法人）募金
民生委員さんの訪問により市内の
企業、商店、篤志家の皆様に協力を
お願いしています。

街頭募金
10月2日を中心として、駅やスー
パーなど市街地で実施いたします。

御殿場市
社会福祉協議会

市内の福祉施設
福祉団体

お年寄り・障がいのある方・子どもたちの支援事業

市民のみなさまへのＰＲと共に募金活動の向上を図ることを目的として、
10月2日を中心に、次のとおり街頭募金活動を行いますので、みなさまのご協力をお願い申し上げます。

実施日時 募金ボランティア実施場所

平成29年10月2日（月）
午前7時～8時30分

平成29年10月2日（月）
以降の休日

平成29年10月2日（月）
午後３時45分
　　　　～４時45分　

ＪＲ御殿場駅
ＪＲ富士岡駅
カインズホーム 御殿場店
マックスバリュ 御殿場富士岡店
マックスバリュ 御殿場原里店
マックスバリュ 御殿場新橋店
キミサワ 御殿場便船塚店
マックスバリュ 御殿場萩原店
オギノ 御殿場店
セルバ 御殿場古沢店 

共同募金委員会役職員
市役所富士岡支所、共同募金委員会役職員　
御殿場十字の園、野菊寮、あけぼの
富岳会、さつき学園、あせびの家
やまいも倶楽部、やまいも工房、さくら学園
ステップ・ワン、むつみ作業所
みなみ保育園、こどもの家はしもと
のぞみ作業所、とらのこ保育園
富岳保育園、すみれ保育園、神山保育園
萩原保育園、高根学園保育所、双葉保育園

市街地 

募金の協力
よろしくお願いします。

ガールスカウト静岡第33団・ガールスカウト静岡第34団

◎街頭募金にご協力くださるボランティアを募集しております。
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障がいのある方、団体のために　
●御殿場市障害者スポーツ大会の助成
●市内障がい者施設利用者・障がい者団体と地域の方々との交流助成
●心身障害児（者）交流会の助成
●障害者週間啓発キャンペーンの実施

●御殿場市子ども会世話人連合会事業の助成                                  
●中卒就職生への激励会助成
●認可外保育所の子ども達と地域の方々との交流助成
●準要保護世帯児童への小学校・中学校入学祝い金の支給
●公的広場の児童遊具整備（修理・新設・撤去）のための費用助成

●御殿場市社会福祉大会の開催
●御殿場市ふれあい広場の開催
●親子福祉体験・小学生福祉体験・中高生福祉体験の開催
●御殿場市ボランティア連絡協議会活動の助成
●災害ボランティア研修会など各種ボランティア講習会・研修会の開催　など

●あせびの家・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 畳整備・壁紙張替     958,000円                           
●こどもの家 はしもと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ フェンス改修・防炎カーテン取り付け    738,000円
●ボランティアグループみんなの手 寄り合い所さんぽ路・・・・・・・・・・・・ 居場所づくり用調理器具    291,000円

子どもたちのために   

高齢者のために 520，000円 

837，000円 

1，914，000円 

●御殿場市老人クラブ活動の助成

福祉啓発・ボランティア育成・各種援助のために　 2，704，665円 

市内の福祉施設・団体への助成　 1，987，000円

昨年お寄せいただいた募金をもとに、御殿場市の地域福祉の推進のために、
次の事業に活用されています。　　　　　　　　　

下のイラストには5ヵ所のマチガイがあります。右と異なる左のイラスト5ヵ所に○印を付け、
切り取って官製葉書に貼り付け、お名前、住所、職業、共同募金や社協へのご意見を添えて、
10月13日（金）までに市社協までお送り下さい。抽選で20名様にすてきな景品をお送りします。 　　　　　

■あて先   〒412-0042　御殿場市萩原988-1 市民交流センター「ふじざくら」内 
                                               御殿場市社会福祉協議会　「赤い羽根クイズ」係

キリトリ
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御殿場市高齢者生活支援体制整備事業

～御殿場市の助け合いを考えるフォーラム～

会長堀田 力 氏
ほった　　　つとむ

★基調講演

若林 洋平 氏    （御殿場市長）
わかばやし　ようへい

石田 春夫 氏     （印野地域福祉推進委員会）
いしだ　    はるお

大西 孝明 氏     （富士見原カフェ）
おおにし　  たかあき

栗原 真貴子 氏  （鮎沢ふれんどカフェ）
くりはら まきこ

★パネルディスカッション

　公益財団法人さわやか福祉財団会長・弁護士。新地域支援構想会議の呼びかけ団体として、
国や市町村へ提言するなど全国各地に強力に絆のある地域づくりを推進中。

　日常生活の中で、「一人ではどうしたらよいかわからない」、「どんな活動が地域にあるのかわからない」
と感じている方も多いのではないかと思います。
　このフォーラムをきっかけに「助け合いから始まる地域づくり」について一緒に考えてみませんか！

堀田 力
ほった　   つとむ

講師プロフィール

主催 ： 御殿場市・社会福祉法人御殿場市社会福祉協議会

供催 ： 公益財団法人さわやか福祉財団

後援 ： 御殿場ライオンズクラブ

実行委員会 ： 御殿場市生活支援・介護予防協議体

平成29年10月12日（木）
 13:30～16：00 （受付 13:00）

御殿場市民会館 小ホール

日時

会場

定員 300名（入場無料・事前申込みあり）（定員に達し次第、締め切ります）　

パネラー

下記申込内容を電話で御殿場市社会福祉協議会までご連絡下さい

TEL 0550-70-6801
社会福祉法人 御殿場市社会福祉協議会 地域福祉課（御殿場市生活支援・介護予防協議体事務局）
〒412-0042静岡県御殿場市萩原988番地の1 御殿場市民交流センター「ふじざくら」内

申込み・問い合わせ
●申込者（代表者）の名前と連絡先電話番号（所属を代表して申込む場合は参加人数）　
●所　属 【一般市民 ・ 自治会関係（区） ・ 民生委員児童委員 ・ 福祉施設関係（介護保険事業所・障害福祉施設関係・医療関係） ・ 市民活動団体】

　 （公益財団法人さわやか福祉財団）

   電話 0550-70-6801

平成29年10月21日（土） 13：15～開会
御殿場市民会館 大ホール

日　　時　　
会　　場

表彰状・感謝状の贈呈
・高根小学校 ・富士岡小学校 ・南中学校
・御殿場高等学校
◎手話通訳・要約筆記通訳がつきます

式 　 典
発　　表

御殿場市
御殿場市社会福祉協議会
御殿場市献血推進協議会

主　　催

御殿場市社会福祉協議会 問い合せ

「誰もが住み慣れた地域で、安心して、いきいきと暮らせるまち」を目指して、社会福祉大会を開催します。
第1部は、社会福祉に功労のあった皆様に対する表彰を行います。
第2部は、市内各学校の児童生徒による福祉体験発表を行います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・


